
 
Venezuela Weekly Report 

No.４０２   ２０２５年４月１６日（水曜） 

1 

（写真）新時代党（UNT） “国会議員・州知事選 野党は UNT に政治家を集中させて選挙戦に挑む” 

４ 

 

 

   野党の選挙出馬状況     

 

株式会社ベネインベストメント 

松浦 健太郎 

                          

月１２日 「選挙管理委員会（CNE）」のエル

ビス・アモロソ代表は、５月２５日に予定さ 

れている国会議員・州知事・州議会議員選の申請受け

付けの終了を発表した。 

 

今後、辞退や変更などは可能だが、基本的に現在の

申請をベースに選挙戦が始まることになる。与党連

合は順調に候補者を申請した一方で、野党の足並み

はそろっていない。 

 

本稿では、現在の野党の出馬状況について紹介、考

察したい。 

 

 

前号「ウィークリーレポート No.401」にて、「第一

正義党（PJ）」のリーダーの一人、エンリケ・カプ

リレス元ミランダ州知事が、新たな野党連合「Red 

Decide」を発足した件について紹介した。 

 

この Red Decide は政党ではなく、選挙参加を志向

する野党グループの集合体で、５月の選挙に Red 

Decide が政党として参加することはないようだ。 

 

今回の選挙で特に重要になりそうな野党政党は「新

時代党（UNT）」と「統合と変化党（Unión y 

Cambio）スペイン語の頭文字をとって“唯一

（Única）”と訳される」の２政党。 

 

５月選挙 新時代党が野党の活動母体 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/f35ee214f78a373f2b6fcdc38af6546a.pdf
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周知の通り、UNT は主要野党で唯一、選挙参加を志

向しているマニュエル・ロサレス現スリア州知事を

党首とする政党で、ミランダ州に次ぐ第２の州、ス

リア州を基盤とする政党である。 

 

もう１つの「Única」は、今回初めて登録された政

党で、カプリレス元知事と関連の強い政党とされて

いる。現時点で Única の情報は少ないが、UNT と

同盟を組んで選挙に参加することになっている。 

 

 

今回の選挙で特筆するべき点は、エンリケ・カプリ

レス元知事が選挙に出馬することである。 

 

２０１７年 カプリレス元知事は、州知事時代に公

共入札で知人の会社に優先的に公共事業を落札させ

たとして１５年間の公職権停止措置を受けた。 

 

つまり、カプリレス元知事は２０３２年まで選挙に

出れないはずだが、出馬申請を行っている。 

 

CNE が申請を受け入れているということは、マドゥ

ロ政権側が同意していると理解されている。 

 

カプリレス元知事が選挙に戻ってきたということは

今後に影響を与える大きなニュースと言える。 

 

 

カプリレス元知事は、２００８年～１７年までミラ

ンダ州知事を務めた人物である。 

 

今回、選挙に出馬できるようになったのであればミ

ランダ州知事選に参加しそうなものだが、カプリレ

ス元知事はミランダ州知事選に出馬しなかった。 

 

カプリレス元知事が出馬したのは国会議員選。 

ベネズエラの国会議員選は「中選挙区制」と「比例

代表制」の両方が採用されているが、カプリレス元

知事は、UNT の比例代表リストのナンバー１として

出馬している（下リスト参照） 

カプリレス元知事 ５月の選挙に出馬 

国会議員選 比例代表に主な野党政治家集中 
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つまり、UNT の比例代表候補の中で最も優先的に国

会議員に当選できることを意味する。 

 

今回は野党主流派が選挙ボイコットを呼びかけてお

り、野党側にとってかなり不利な選挙戦になること

が予想される。 

 

そのような状況でも UNT の比例代表のナンバー１

であれば、ほぼ確実に当選する。 

 

つまり、カプリレス元知事は、当選できるか定かで

はないミランダ州知事選ではなく、ほぼ確実に当選

できる国会議員選の比例代表を選んだと言える。 

 

仮にミランダ州知事選で敗北すれば、カプリレス元

知事が政治力を拡大することが困難になる。 

 

国会議員はミランダ州知事ほど権限の強い役職では

ないが、それでも国会議員になることで発言力、メ

ディアの注目度が高まることは確実だ。 

 

カプリレス元知事が UNT の比例代表で出馬したの

は、リスクを抑えた戦略的な決定と言えるだろう。 

 

なお、カプリレス元知事以外に UNT の比例代表に

名前が並んでいるのは６２名（右リスト）だが、重

要な人物は 

・ルイス・エミリオ・ロンドン氏（比例代表２番） 

（元 CNE 役員、UNT 所属） 

・スターリン・ゴンサレス氏（同３番） 

（UNT 幹部、ロサレス党首の右腕） 

・トマス・グアニパ氏（同４番） 

（「第一正義党（PJ）」元幹部） 

 

 

＜UNT の国会議員選 比例代表出馬者リスト＞ 

 

 

（写真）@puzkas 

（エウヘニオ・マルティネス氏 X 投稿より抜粋） 
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・ヘンリー・ファルコン氏（同５番） 

（元ララ州知事、FUTURO 党首、２０１８年大統領

選の野党候補） 

・パブロ・ペレス氏（同６番） 

（元スリア州知事、元 PJ 党員） 

・フェリペ・ムヒカ氏（同７番） 

（ベネズエラ社会主義行動党（MAS）党首） 

 

ファルコン氏、ムヒカ氏は、自身が所属する政党か

ら出馬することも可能だったかもしれない。 

 

しかし、「FUTURO」も「MAS」も政党としての規

模は小さく、「中選挙区」でも「比例代表」でも当選

することは困難だった。 

 

そのため、選挙参加を志向する野党政治家を UNT

に集約することでできる限り多くの人物を国会議員

にしようとしていると言えそうだ。 

 

 

UNT および Única は、州知事選にも連名で候補者

を出している。 

 

主だった政治家は、UNT のマニュエル・ロサレス現

スリア州知事、セルヒオ・ガリド現バリナス州知

事、アルベルト・ガリンデス現コヘーデス州知事、

モレル・ロドリゲス現ヌエバ・エスパルタ州知事。 

この４名が再選を目指して出馬する。 

 

また、ミランダ州知事選には２０１８年８月～２３

年１０月までマドゥロ政権に拘束されていたファ

ン・レケセンス氏が出馬する。 

 

 

それ以外の州では 

アンソアテギ州：Gilberto Román 氏 

アプレ州：Nelson Martínez 氏 

アラグア州：Rodrigo Campos 氏 

ボリバル州：Raúl Yussef 氏 

モナガス州：María Carvajal 氏 

ラグアイラ州：César Alonso 氏 

アマゾナス州：Norma Guarulla 氏 

ファルコン州：Lustay Franco 氏 

カラボボ州：Ylidio Abreu 氏 

グアリコ州：Wilfredo Perez 氏 

ララ州：Ruy Medina 氏 

メリダ州：Liliana Guerrero 氏 

ポルトゥゲサ州：Oswaldo Zerpa 氏 

スクレ州：María Elvira Alonso 氏 

タチラ州：María Teresa Cantor 氏 

ヤラクイ州：José de la Cruz Reyes 氏 

が出馬する予定。 

 

現在のところデルタ・アマクロ州、トゥルヒージョ

州、ガイアナ・エセキバ州の３州に関しては UNT

および Única からの候補者情報は確認できていな

い。 

 

再選を目指す４州については、与党連合と接戦を繰

り広げられる可能性はある。ミランダ州ももしかし

たら良い勝負になるかもしれない。 

しかし、それ以外の州で UNT および Única の候補

が当選する可能性はかなり低いと考えている。 

 

野党が善戦するためには、与党支持でも野党支持で

もない中立派の有権者をどれだけ選挙に動員できる

かが重要になる。 

 

州知事選 主な候補はロサレス知事のみ 
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最後に選挙ボイコットを掲げる野党主流派だが、４

月１４日に「第一正義党（PJ）」が、カプリレス元

知事、トマス・グアニパ氏、アメリア・ベリサリオ

氏、アンヘル・メディナ氏、パブロ・ペレス氏、フ

ァン・レケセンス氏を除名すると発表した。 

 

除名の理由は、党の方針に従わず、５月２５日の選

挙に参加したこと。 

 

特にカプリレス元知事およびグアニパ氏について

は、「マドゥロ政権と水面下で協議を行い、公職権停

止措置の解除で合意した」「新たな政党を作ることで

合意した（Única のことを指していると思われる）」

について批判した。 

 

筆者の認識では、野党主流派が５月２５日の選挙日

までに選挙ボイコットの方針を転換する可能性は限

りなく低い。 

 

野党票の伸び悩みが予想される中、選挙参加を志向

するグループの生き残り戦略が展開されることにな

る。 

 

以上 

野党主流派 選挙参加グループを除名 


